








Department of Earth Science,Faculty of Education,GunmaUniversity
 
Maebashi,Gunma 371-8510,Japan











































91群馬大学教育学部紀要 自然科学編 第 59巻 91―92頁 2011
使うくらいなら、「見る」時間を増やすべきだ。
せっかく野外観察に行ったのに、自然を見ること
なく案内者がいうことを聞いてばかりいる参加者
は、愚かだ。せっかく野外観察に行ったのに、物理
の計算に熱中して目の前の自然を見る時間を逃す参
加者も、同様に愚かだ。
４ 案内者には戦略が必要
初心者は野外観察の作法になれていないから、「見
る」ように彼らを仕向けるのは簡単でない。いまの
学校教育は、その効率化のために、情報は与えられ
るものだと生徒たちに勘違いさせてしまっている。
情報は自分から取りに行くものであることをまだ知
らない参加者に、複雑な自然を見てその中から有益
な情報を選び出してつかみ取らせるには、工夫がい
る。案内者に戦略が必要である。
５ 自然への畏敬を忘れるな
自然は、教科書に書いてあるとおりにつくられて
いると純朴に信じている初心者が少なくない。自然
は複雑であって時々刻々変化することを知らず、些
細なことをみつけて、それが教科書に書いてあると
おりでないとか、自分の思いと違うとかを指摘して、
あたかも自然が誤っているかのように思い込む初心
者がいる。自分が自然の上に君臨しているかのよう
な意識をもっている。自然に対する畏敬の念を欠い
たこのような参加者には、自然はひとよりもはるか
に大きな存在であり、ひとは自然の中で生かされて
いる小さな存在であることをよく教える必要があ
る。自然の圧倒的な力は受け入れざるをえないもの
だと気づかせる。
６ 美しいものに感動する
美しいものを見て感動するこころの豊かさを参加
者が持っているかどうかも、野外観察会が成功する
かどうかの鍵のひとつだ。子どもは素直だから感動
できる。知的に成熟したおとなも感動できる。俗世
間に染まったおとなは感動するこころを忘れてし
まっているから、彼ら主体の見学会を成功させるの
はたいへんむずかしい。
切り立った岩壁、縞模様をつくる火山灰の積み重
なり、新緑のどんぐりの森、澄んだ水の流れ。こう
いうものに美しさを感じ、感動して、それを自然に
ことばにすることができる参加者を得た観察会は成
功する。
美しいものの背後には解読されるべき自然の営み
が隠されている。それは神のしわざだ。
早 川 由紀夫
浅間山の鬼押出しで行われた野外観察会
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